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『歎異抄』第 7 条 ～無碍の一道～ 

 

【本文】 

念仏者は無碍の一道なり。そのいはれいかんとならば、信心の行者には天神・

地祇も敬伏し、魔界・外道も障礙することなし。罪悪も業報を感ずることあた5 

はず、諸善もおよぶことなきゆゑなりと云々。 

 

【現代語訳】 

念仏者は何ものにも妨げられない、ただ一筋の道を歩むものです。それはなぜ

かというと、本願を信じて念仏する人には、あらゆる神々が敬ってひれ伏し、10 

悪魔も、よこしまな教えを信じるものも、その歩みをさまたげることはなく、

また、どのような罪悪もその報いをもたらすことはできず、どのような善も本

願の念仏には及ばないからです。このように聖人は仰せになりました。 

 

■第 7 条について 15 

梯 實圓和上『大きな字の歎異抄』185 頁 

この条には、念仏者は、何者にも妨げられることなく、さとりの世界へ至るこ

とのできる無碍（さわりなき）の一道を歩むものであるという、力強い領解を述

べられた法語です。さまざまな苦難に直面しながらも、それを超えて心豊かな人

生を念仏のなかで全うしていかれた親鸞聖人の信念の言葉でした。 20 

おもえば人生に、さまざまな障碍と挫折はつきものです。この世に生れてきた

かぎり、それを避けて通ることはできません。ただその障碍と挫折の苦悩を、空

しい繰り言の材料として終わるか、それとも聞法の機縁として生かしていくかが

問われるのです。逆境が尊い法の縁となり、苦い後悔が念仏を申す機縁に転じて

いくならば、障りが真理を確認する功徳に変わる道理もあるのです。 25 

 

○「念仏者は無碍の一道」 

念仏の行者は無碍の一道（何ものにも妨げられない、ただ一筋の道）を歩むとい

う意。「念仏者は」の「は」を「者」に添えた訓み仮名とみて、「念仏は」と読む

説がある。その場合、念仏は無碍の一道であるという意になるが、いずれにして30 

も念仏の法が無碍道であるから、念仏者は何ものにもさまたげられないことを明

かしている。 

 

「無碍」といふは、さはることなしとなり。さはることなしと申すは、衆生の

煩悩悪業にさへられざるなり。（『尊号真像銘文』註釈版 652） 35 
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「無碍」と申すは、煩悩悪業にさへられず、やぶられぬをいふなり。 

（『一念多念文意』註釈版 690） 

 

「凡夫」といふは、無明煩悩われらが身にみちみちて、欲もおほく、いかり、は

らだち、そねみ、ねたむこころおほくひまなくして、臨終の一念にいたるまでと5 

どまらず、きえず、たえずと、水火二河のたとへにあらはれたり。 

（『一念多念文意』註釈版 693）            

⇒ 阿弥陀仏の本願は、自らで煩悩を断つことのできない者のためにおこされた。 

 

■「尽十方無碍光如来」のいわれ 10 

「帰命尽十方無碍光如来」と申すは、「帰命」は南無なり、また帰

命と申すは如来の勅命にしたがふこころなり。「尽十方無碍光如

来」と申すはすなはち阿弥陀如来なり、この如来は光明なり。「尽

十方」といふは、「尽」はつくすといふ、ことごとくといふ、十方

世界をつくしてことごとくみちたまへるなり。「無碍」といふは、15 

さはることなしとなり。さはることなしと申すは、衆生の煩悩悪

業にさへられざるなり。「光如来」と申すは阿弥陀仏なり。この如

来はすなはち不可思議光仏と申す。この如来は智慧のかたちなり、

十方微塵刹土にみちたまへるなりとしるべしとなり。 

（『尊号真像銘文』註釈版 652） 20 

 

⇒ 「尽十方」とは、あらゆる世界の生きとし生けるもの｡「無碍光」とはさわり  

なく救う光を意味する｡ 

⇒ 阿弥陀仏の光明は、あらゆる世界の生きとし生ける者を区別なく照らす。 

⇒ 阿弥陀仏の光明は、私たちの煩悩にもさえぎられず、私の心の闇を照らし包み、 25 

生死を超える道をひらく。 

 

○「信心の行者には天神・地祇も敬伏し、魔界・外道も障碍することなし」 

⇒ 本願を信じて念仏する人の利益が示される 

 30 

天神 ･･･ 天の神々。梵天や帝釈天 

地祇 ･･･ 地の神々。八大龍王や閻魔法王など。 

魔界 ･･･「魔」は仏道を妨げる存在のことで、内魔と外魔がある。内魔は煩悩、

外魔は外部から仏道を妨げるもの。 

外道 ･･･ 仏道を妨げる誤った思想・信仰。 35 
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■神仏習合 

ａ，護法善神説･･･神々といっても迷いの衆生であり、仏の教化を受ける存在。  

ｂ，本地垂迹説･･･本地は仏であるが、人々に仏縁を結ぶため仮に神となって        

現れた。 

 5 

法然聖人・親鸞聖人はａ,「護法善神説」を採用。仏の教化を受けた神々の中で、

仏の教化に従った神々（善鬼神）は仏法・念仏者を守護する。一方、仏の教化に

背く神々（悪鬼神）は仏道の歩みを妨げる存在となる。 

 

天神・地祇はことごとく 善鬼神となづけたり 10 

これらの善神みなともに 念仏のひとをまもるなり 

 

願力不思議の信心は 大菩提心なりければ 

天地にみてる悪鬼神 みなことごとくおそるなり（註釈版 575） 

 15 

※鎌倉時代はｂ,「本地垂迹説」が一般的。阿弥陀仏一仏を信奉し、神々は念仏者

を敬服するものとして捉える考え方は、神々の権威を否定する集団として当時の

仏教界から厳しい非難に晒された。 

 

『親鸞聖人御消息』（註釈版 786、現代語訳） 20 

仏法を深く信じる人を、天地におられるすべての神々は、影がその姿に付き添

うように離れることなくお護りになるのですから、念仏を信じている人がこの

ような神々を粗末にしようと思うことなどあるはずもありません。 

 

⇒ 本願を信じて念仏する者は、神々から敬われ、悪魔・外道から邪魔をされない。 25 

神々のたたりをおそれ、怨霊のさわりにおののいている人びとに、何ものも恐

れることなく、心豊かに生きる念仏の道があることを教えていかれたのが親鸞

聖人。それこそ念仏者が「無碍の一道」を歩むということであり、信心の利益。 

 

⇒ また、神々は私たちが救いを祈り求める対象ではないことを明らかにすると同30 

時に、念仏者を護ってくださる存在であるから、決して軽蔑してはならない誡め

ていかれたのが、親鸞聖人の神々に対する姿勢。 

 

■人生における様々な障り 

・生老病死（四苦八苦）、諸行無常、人生は苦なり（不如意・不可避） 35 
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梯 實圓和上（『聖典セミナー 歎異抄』214 頁） 

おもえば、人生にさまざまな障碍と挫折はつきものです。この

世に生まれてきたかぎり、老と病と死と、愛するものとの別離、

憎しみあうものとの出会いを避けて通ることはできないと、す

でに釈尊も説かれました。ただその障碍と挫折の苦悩が、空し5 

い人生の繰り言の材料となって終わるか、それとも聞法の縁と

なり、仏法の真実を味わう機縁となって生かされていくかが問

題なのです。日々の生活が順調に流れているときには、むしろ人生への驚きも

なく、真剣に法を聞こうとする心も起こりにくいものです。むしろ逆境が尊い

法の縁となり、苦い後悔にさいなまれる心が、念仏を申す機縁となっていくこ10 

との方が多いものです。          

 

○「罪悪も業報を感ずることあたはず、諸善もおよぶことなきゆゑなり」 

罪悪･･･苦悩の果報を招来するおこない 

業報･･･善悪の業を因としてそれに応じた苦楽の報い 15 

諸善･･･様々な自力の行 

 

念仏者は無碍の一道を歩んでいるので、本来は悟りへの道を妨げる罪悪も妨げと

ならず、悟りへの道を歩む助けとなる様々な善は念仏に及ばない。 

 20 

☆本願念仏は、善因楽果・悪因苦果の道理を超えた法である。 

諸善  ＜ 本願の念仏 

 

※『歎異抄』第 1 条 

しかれば本願を信ぜんには、他の善も要にあらず、念仏にまさるべき善なきゆゑ25 

に。悪をもおそるべからず、弥陀の本願をさまたぐるほどの悪なきゆゑにと云々。 

 

まとめ 

・念仏者は無碍の一道を歩む者である。 

・本願を信じ念仏する者には神々が敬い、悪魔や外道に邪魔されることはない。  30 

・本願の救いにはどのような罪悪も妨げとならず、逆に本願のはたらきに勝る善  

も存在しない。 


